
              資料１ 

定住自立圏構想の推進に関する懇談会開催要綱 

 

１．開催目的 

定住自立圏構想の推進へ向けて、過去８回にわたり議論を積み重ねていただいた「定住自

立圏構想研究会」構成員であった方々に対して節目ごとに進捗状況を報告し、ご意見を頂くと

ともに、関係各省が連携して支援施策等を展開していくため、 総務大臣主催の「定住自立圏

構想の推進に関する懇談会」を開催する。 

 

２．名称 

 本懇談会の名称は、「定住自立圏構想の推進に関する懇談会」（以下「懇談会」と

いう。）とする。 

 

３．内容 

   ・定住自立圏構想の推進に当たっての基本的考え方や注意すべき事項 

・定住自立圏協定の内容 

・定住自立圏協定の締結の手続 

・財政支援施策のあり方 

・人材支援施策のあり方 

・その他 

 

４．構成員 

   別紙のとおり。 

 

５．運営 

（１）本懇談会は総務大臣主催の懇談会とする。 

（２）本懇談会に座長を置き、総務大臣があらかじめ指名する。 

（３）座長は、本懇談会を招集する。 

（４）座長は、必要があると認めるときは、あらかじめ座長を代行する者を指名すること

ができる。 

（５）座長は、必要な者に懇談会への出席を求め、その意見を聴取することができる。 

（６）座長は必要があると認めるときは、構成員等による実地調査を実施することができ

る。 

（７）その他、懇談会の運営に必要な事項は座長が定める。 

 

６．開催日程 

   平成２０年１１月から開催する。 

 

７．庶務 

懇談会の庶務は、総務省地域力創造グループ地域自立応援課が行う。 
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